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町政懇談会

９゙ ０ １

月

平成元年度の町政懇談会が、11.月17日の藤田地区

町内会を皮切りに11会場で開催され、町内会長 さん

をはじめ各町内会の各分野の方 々延べ318 名か出席

し ました。

懇談会は。町民の生の声を今後の町政運営に反映

させることか目的。 教育文化、住民福祉、生活環境

整備などの幅広い分野にわたり活発な質 疑応答が行

われ ました。



謹んで 新春の

およろこびを

申し上げます

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
豊
か
で
住
み
よ
い

活
力
あ
る
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
て

国
見
町
長

冨
永
　
武
夫

町
内
の
皆
さ
ん
。
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
け
る
平
成
二
年
の
新
し

い
年
を

迎
え
、
謹
ん
で
年
頸
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
情
勢
は
、
予
想
を
超
え
た
急

速
な
変
革
に
よ
り
、
解
放
と
協
調
の

新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

我
が
国
は
、
厳
し
い
岡
際
競
争
の

中
に
あ
っ
て
の
好
況
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
活
気
あ
る
経
済
活
動
を
持
統

し
つ
つ
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

我
が
国
見
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

米
の
生
産
調
整
を
は
じ
め
産
地
間
競

争
の
き
ぴ
し

い
良
楽
経
営
を
、
中
小

商
工
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
雇
用
問

題
を
は
じ
め
日
進
月
歩
の
技
術
革
新

と
多
様
な
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
の
努
力
か
厳
し
く
要
請
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

企
業
誘
致
に
伴
う
若
者
の
定
着
化
と

町
の
活
性
化
。
好
む
と
好
ま
ぎ
る
と

に
か
か
わ
ら
ず
急
迎
に
迫
り
来
る
高

齢
化
杜
会
へ
の
対
応
。
ゆ
と
り
あ
る

心
と
豊
か
な
臍
繰
を
培
う
教
育
文
化

施
設
の
充
実
と
整
備
、
産
業
振
興
を

は
か
る
た
め
の
環
境
と
基
盤
の
整
備

な
ど
か
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
東
る
二
十
一
世
紀
に
向

け
こ
れ
ら
対
策
を
艮
体
化
す
る
準
備

の
年
と
位
置

づ
け
。
町
政
懇
談
会
を

通
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
譱
重
な

ご
意
見
を
拝
聴
す
る
と
と
も
に
、
良

い
間
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
大

技
小
学
校
校
舎
の
改
築
問
題
、
科
研

製
薬
工
場
敷
地
用
地
の
問
題
に
っ
い

て
解
決
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。若

者
が
定
着
で
き
る

活
力
あ
る
町
づ
く
り

し
た
か
い
ま
し
て
、
平
成
二
年
は

企
業
誘
致
を
具
体
化
し
、
住
宅
団
地

の
造
成
．
工
事
の
施
工
を
行
い
若
者

か
定
着
で
き
る
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
は
か
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
創

生
事
楽

に
よ
る
観
月
台
公
園
周
辺
の

福
祉
文
教
施
設
構
想
の
具
体
化
を
は

じ
め
．
大
枝
小
学
校
校
舎
の
改
築
、

膝
田
幼
稚
園
園
舎
の
改
築
を
は
か
り
、

文
教
施
設
の
充
実
を
は
か
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

農
業

振
興

の
基

盤
整
備
と

生
活
道
路
の
改
良
整
備

ま
た
、
農
業
振
興
の
た
め
の
基
盤

整
側
と
生
活
道
路
の
改
良
整
備
、
観

月
台
公
園
の
溜
池
の
改
修
、
商
城
・

大
木
戸
・
光
明
寺
・
山
岨
方
面
に
通

じ
る
中
山
原
呉
道
網
の
整
備
、
他
方

四
号
国
道
か
ら
工
場
団
地
を
遖
っ
て

石
毋
田
に
通
じ
る
町
道
。
む
さ
し
や

さ
ん
の
坂
か
ら
Ｊ
秡
琲
田
駅
に
通
じ

る
町
道
の
一
方
通
行
を
解
消
す
る
た

め
の
拡
幅
改
良
工
事
に
も
着
手
し
て

参
り
ま
す
。

き
め
細
か
な

高
齢
者
対
策
の
推
進

ま
た
、
従
来
の
社
会
福
祉
協
議
会

を
梼
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
得
て
本
年

は
法
人
化
を
は
か
り
、
一
人
ぐ
ら
し

の
ご
老
人
を
は
じ
め
高
齢
者
に
対
す

る
政
策
を

Ｉ
層
き
め
細
か
く
実
施
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
と
と
も
に
。
国
見
町
に
住
ん

で
み
た
い
。
住
ん
で
よ
か
り
た
と
い

う
町
づ
く
り
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活

力
あ
る
町
づ
く
り
」
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
万
二
千
人
の
町
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
よ
い
よ
御
健

勝
に
て
家
族
揃
っ
て
心
や
す
ら
か
な

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し

ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

町
　

長
　

冨

永
　
武
　
夫

助
　

役
　

八
　
島

忠

雄

収

入

役
　

武

田

喜

男

教

育

長
　

蓬

田

英

夫

総
務
課
長
　

古
　
田

良

造

住
民
課
艮
　

松

浦
　
幸

雄

保
鮭
課
長
　

大

内
　
正
　
美

税
務
課
長
　

渡
　
辺
　
　

等

建
設
課
長
　

鈴

木

徒

治

産
業
課
長
　

佐

野

貞
　
泊

水
道
課
長
　

大

浪

敏

男

公
民
館
長
　

山
　
田
　
　

久

教
育
次
長
　

井

砂
　
研
　
二

保
育
所
長
　

天
　
野

英
　
子

下
水
道
課
長

須
　
田

善

治

企
画
課
長
　

佐

竹

弘
　
治

外
　
　
　

職

員
　
一
　
同



自ら考え自ら行う地域づくりに

１億円の使い途

８５件のアイデア
▲第１圜国見町ふるさと創生事業懇談会

『
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
城
づ
く

り
』
事
業
、

い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
が
竹
下
内
閣
よ
り
提
唱
さ
れ

て
以
来
。
一
年
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
。
ふ
る
さ
と
創
生
に
関

す
る
話
題
か
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
昨
年

十
一
月
に
は
、
渡
部
自
治
大
臣
か
一

兆
円
構
想
を
打
ち
出
す
な
ど
、
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
か
今
後
も
継
統
さ
れ
。

さ
ら
に
充
実
さ
れ
る
情
勢
に
あ
り
ま

す
。す

で
に
事
業
に
取
り
組
み
は
じ
め

た
市
町
村
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
中
、

我
が
国
見
町
に
お
い
て
も
昨
年
三
月

広
報
「
く
に
み
」
に
お
い
て
、
町
民

の
皆
き
ま
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
三
十
一
二
名
の
方
々
か
ら

延
べ
八
十
五
件
の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄

せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
募
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
、

厚
ぐ
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
で
は
、
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ア

イ

デ
ア
を
参
考
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、

町
内
の
各
界
各
層
の
有
識
者
三
十
名

で
構
成
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
懇
談
会
」
を
般
置
し
、
検
討
・
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

第
一
回
日
に
開
催
さ
れ
た
懇
談
会

に
お
い
て
は
、
八
十
五
件
の
ア
イ
デ

ア
を
＠
あ
つ
か
し
山
の
整
備
＠

自
然

環
境
の
整
備
○
観
月
台
公
園
の
整
備

＠
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事
業
な
ど

1
3の
目
的
別
事
業
に
分
類
し
た
も
の

に
つ
い
て
。
各
委
員
の
方
々
か
ら
ご

意
見
を
拝
聴
し
、
そ
れ
以
後
開
催
さ

れ
た
二
回
の
懇
談
会
に
お
い
て
は
、

町
と
し
て
最
も
推
逃
す
べ
き
事
業
を

絞
り
込
む
た
め
に
、
委
員
の
方
々
に

『
推
進
希
望
調
査
』
を
実
施
す
る
な

ど
検
肘
を
爪
ね
た
結
果
、
「
観
月
台

公
園
周
辺
の
福
祉
文
化
施
設
の
整
備
」

と

『
あ
つ
か
し
山
の
保
存
と
利
用
の

調
査
』
の
二
事
業
が
選
択
さ
れ
、
昨

年
十
二
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
も

そ
の
旨
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
選
択
さ
れ
た
理
由
と
し

て
は
、
町
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場

で
あ
る
観
月
台
公
園
の
周
辺
に
、
福

祉
文
化
施
設
を
総
合
的
に
整
備
し
。

国
見
町
の
福
祉
の
充
実
と
文
化
の
向

上
を
図
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ

ア
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
あ
っ
か
し

山
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
奥
州
合
職

の
遺
構
と
し
て
名
高
い
「
二
重
堀
」

が
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
開
発
に
関
し
て
法
律

上
種
々
の
制
約
か
あ
る
た
め
、
文
化

財
の
面
や
農
林
サ
イ
ド
か
ら
あ
っ
か

し
山
の
保
存
と
利
用
範
囲
に
つ
い
て

の
調
査
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
二
っ
の
事
業
の

具
体
化
に
向
け
て
、
さ
ら
に
細
部
検

討
を
進
め
て
行
く
方
針
で
す
。

な
お
、
応
募

い
た
だ
い
た
ア
イ
デ

ア
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

奪
あ
つ
か
し
山
の
整
備
　
1
0件

Ｏ
あ
っ
か
し
山
を
核
と
し
て
、
そ

の
周
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の

開
発

○
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
宿
泊
施

般
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
、
福
祉
施
設
、
資
料

館
な
ど
の
建
設

・

自
然
環
境
の
整
備
　
９
件

○
花
の
衙
道
づ
く
り
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動

○
太
田
川
周
辺
開
発
（
ホ
タ
ル
か

生
息
す
る
川
の
整
仰
、
さ
く
ら

並
木
を
つ
く
り
憩
い
と
安
ら
ぎ

の
場
を
つ
く
る
）

・

観
月
台
公
園
の
整
備
　
７
件

○
富
士
神
社
裹
の
整
備
拡
充
．
小

さ
い
沼
を
埋
め
立
て
児
童
遊
園

地
と
駐
車
場
の
拡
彊

〇
各
町
内

ご
と
に
花
壇
を
つ
く
っ

て
四
季
の
花
を
咲
か
せ
、
町
民

総
参
加
の
公
園
づ
く
り

・

高
齢
者
い
き
が
い
対
策
事
業

６
件

○
ふ
く
し
の
町
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
町
づ
く
り

○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者

生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・

計
画
・
組
織
・
イ
ベ
ン
ト
　
６
件

○
ス
ポ
ー
ツ
健
康
町
づ
く
り
（
町

民
の
鮗
康
づ
く
り
、
青
少
年
の

健
全
育
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

育
成
）

○
公
聴
活
動
｛
町
政
モ
ニ
タ
ー
な

ど
の
設
置
）

○
町
民
憲
章
の
具
現
化

・

文
化
・
教
育
・
体
育
施
設
の
建
設

６
件

○
武
道
館
建
設

○
図
書
館
、
博
物
館
建
設

○
図
書
館
、
児
童
館
。
公
民
館
な

ど
の
複
合
施
設

・

健
康
増
進
と
体
力
づ
く
り
の
施
般

整
備
　
５
件

○
森
林
公
園
と
運
助
場
の
整
備
．

保
養
施
設

○
野
外
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
設
置

・

特
産
品
の
闘
免
　
５
件

○
国
見
焼
の
復
元

○
イ
ワ
ナ
の
養
魚

・

基
金
の
設
置
　
５
件

○
亠
る
さ
と
創
生
ま
ち
づ
く
り
基

金
Ｏ
ふ
る
さ
と
会
郎
建
設
基
金

一

山
崎
山
の
闘
免
　
４
件

○
大
展
望
台
付
大
遊
園
地
の
造
成

・

文
化
財
の
保
護
と
整
備
　
３
件

○
古
跡
の
保
存
と
啓
発

○
あ
っ
か
し
山
の
三
十
三
観
音
と

八
十
八
大
師
の
保
護

・

人
材
育
成
　
２
件

○
小
学
生
の
っ
ぽ
さ
（
国
際
交
流

を
深
め
る
）

・

そ
の
他
　
1
7件

○
国
見

山
七
福

神

の
開
発

、
国
見

温
泉

の
開

発
、

（
）
都
市

交
流

（
分
収

造
林

出
賢
事

業

）



町

政

懇

談

会

地
域
の
声
を
町
政
に
反
映

ｌ
1
1
会
場
で
3
1
8
名
が
参
加
―

平
成
元
年
度
の
町
政
懇
談
会
は
．

十
一
月
十
七
日
の
藤
田
地
区
町
内
会

を
皮
切
り
に
十
一
会
場
で
開
催
き
れ
、

延
べ
三
一
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
．

懇
談
会
は
日
頃
、
行
政
と
地
域
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
町
内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
．

各
町
内
会
の
各
分
野
の
方
々
か
出
席

さ
れ
、
そ
の
地
域
で
抱
え
て
い
る
身

近
か
な
問
題
や
要
望
な
ど
を
直
接
懇

談
を
通
し
て
聞
き
、
話
し
合
う
対
話

の
中
か
ら
地
域
ニ
ー
ズ
を
適
格
に
把

握
し
、
今
後
の
町
政
執
行
に
生
か
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

懇
駁
会
に
は
冨
永
町
長
は
じ
め
、

地
元
議
会
議
貝
。
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
、
各
課
長
が
出
席
い
た
し
ま

し
た
。
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し

た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

』
藤
田
地
区
町
内
会

（
Ｈ
月
1
7日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

○
企
業
誘
致
の
促
進

○
観
月
台
公
園
の
周
辺
整
備

○
大
の
糞
公
稗

○
下
水
道
の
処
理
計
画

○
未
舗
装
道
路
の
早
期
舗
装
の
実
現

○
側
溝
の
改
修

』
小
坂
、
太
田
川
、
帆
田
、
板
擒
町

内
会

（
Ｈ
月
2
7日
、
太
田
川
公
民
館
）

○
奥
州
合
戦
八
百
年
記
念
事
業
の
継

筏
○
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
内
容

○
多
目
的
施
設
の
建
設
要
望

○
小
坂
小
学
校
西
側
道
路
の
舗
装

○
新
興
住
宅
地
へ
の
町
道
拡
幅
改
良

圏
塚
野
日
‥
地
区
町
内
会

（
1
1月
3
0日
、
塚
野
口
公
民
館
）

○
第
三
分
団
に
消
防
車
台
車
の
配
備

▲貝田・光明寺町内会町政懇談会

○
塚
野
目
住
宅
西
側
の
側
溝
を
Ｕ
字

満
に
改
良
要
甲

○
森
江
野
小
学
皎
皎
舎
改
築

○
農
業
後
継
者
の
花
嫁
対
策

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

○
若
人
か
活
発
に
活
動
で
き
る
環
境

づ
く
り

・

石
母
田
地
区
町
内
会

（
1
2月
１
日
、
石
母
剛
公
民
館
》

○
消
化
栓
、
防
火
用
水
な
ど
消
防
設

備
の
充
尖

Ｏ
西
根
ｈ
堰
堤
塘
の
舗
装

○
石
母
田
集
会
所
の
改
築

○
あ
っ
か
し
山
周
辺
に
、
自
然
を
利

用
し
た
憩

い
の
場
の
検
肘

○
つ
け
も
の
、
く
だ
し
の
な
ど
の
加

工
施
設
の
新

設

一

人
木
戸
、
山
根
、
高
城
町
内
会

（
り一
月
４
日
。
高
城
公
民
郎
）

○
町
遺
四
〇
五
号
線
の
改
良
細
装

○
山
根
北
窪
水
路
の
Ｕ
字
満
改
修

○
大
木
戸
中
央
集
会
所
の
改
築

○
歴
史
資
料
館
の
建
設

○
牛
沢
川
の
改
修

○
農
業
後
継
者
不
足
、
花
嫁
対
策
に

つ
い
て

■
大
技
地
区
町
内
会

（
1
2月
４
日
、
大
技
集
会
所
）

○
牛
沢
川
の
河
川
改
修

Ｏ
県
北
中
学
校
へ
の
通
学
路
の
舗
装

○
阿
武
隈
川
の
左
岸
堤
塘
の
嵩
上
げ

と
滝
川
の
改
修

○
大
枝
小
学
校
校
舎
改
築
後
の
周
辺

整
伽

○
野
犬
捕
癢
の
強
化

・

只
田
。
光
明
寺
町
内
会

（
1
2月
５
日
、
貝
田
公
民
館
）

○
ゴ
ル
フ
場
内
及
び
周
辺
の
道
路
、

側
溝
の
整
備

○
町
道
四
〇
一
。七
ｌ
線
の
拡
幅
改
良

○
貝
田
地
区
沢
田
堀
の
早
期
着
工

○
貝
田
林
道
の
舗
装
改
良

○
大
木
戸
中
央
集
会
所
の
早
期
改
纂

○
後
継
者
、
花
嫁
対
策

圏
徳
江
地
区
町
内
会

（
1
2月
５
日
、
森
江
野
町
民
セ
ン
タ

ー
）

○
森
山
－

前
原
線
の
拡
幅
改
良

〇
佐
久
間
川
の
改
修

○
森
江
野
小
学
校
校
舎
改
築

○
集
団
検
診
場
所
の
増
設

○
農
業
従
事
者
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

○
国
士
調
査
の
今
後
の
計
画

萋
泉
田
上
・
中
・
下
、
鳥
取
、
内
谷

西
・
東
町
内
会

（
1
2月
８
卩
。
太
田
川
公
民
館
）

○
高
齢
化
時
代
に
対
す
る
対
応
策

○
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
硲

路
環
境
の
整
備

○
玉
川
水
路
の
改
修

Ｏ
高
齢
者
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
の
設

置
〇
農
家
の
花
嫁
対
策

圏
森
山
地
区
町
内
会

（
1
2月
８
日
．
第
四
集
会
所
）

○
町
道
の
改
良

○
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
の
使
い
途

○
上
鶉
町
に
Ｕ
字
祷
の
設
置

○
森
江
野
小
学
校
校
舎
の
改
築

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

○
老
人
福
祉
対
策

○
上
野
台
開
発
計
画

圏
山
崎
地
区
町
内
会

（
1
2月
９
日
、
屬
祉
セ
ン
タ
ー
）

０
山
崎
工
業
団
地
へ
の
道
路
の
早
期

実
現

○
防
火
用
水
フ
ヱ
ン
ス
網
の
改
修

○
市
街
化
Ｋ
域
の
見
直
し

〇
消
雪
剤
の
交
付

○
松
の
病
害
虫
防
除
対
策

○
小
林
地
内
の
町
道
の
整
備

‘

▲大事募田町内会町政懇談会



民
生
委
員

児
童
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付

任
期
満
了
に
伴
う
新
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
と
、

退
任
委
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
か
、

十
二
月
七
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

最
初
に
。
梅
津
義
昭
福
島
社
会
福

祉
事
務
所
長
。
冨
永
武
夫
町
長
よ
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
状
が

一
人
ひ
と
り
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
た
吉
田
と

し
子
さ
ん
ら
五
人
に
、
厚
生
大
臣
及

び
町
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
肘
呈

さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
後
に
行
わ
れ
た
第
一
回
の
民

生
児
童
委
員
会
に
お
い
て
総
務
に
曳

地
裨
作
さ
ん
、
副
総
務
に
牧
野
容
子

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
。
平
成
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
三

年
間
で
す
。

・

感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈
者

（

敬

称

略

）

古
田
　
と
し
子

長
谷
川

キ
ン

古
川
　

弥
吉

玉
手
　
マ
ル
ヨ

鈴
木
　

正
雄

民
生
・
児
重
委
員
と
は
…
民
生
委
員

法
に
よ
り
て
厚
生
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
た
社
会
奉
仕
者
で
あ
り
、
そ
の
職

務
は
．
生
活
保
護
、
児
童
柵
祉
、
老

人
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
母
子
、
父

子
の
福
祉
、
心
配
ご
と
相
談
な
ど
に

つ
い
て
関
係
行
政
機
関
に
協
力
し
、

地
城
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
非
行

防
止
と
更
生
の
援
助
を
掲
げ
て
い
ま

す
．
ま
た
、
増
加
を
続
け
る
少
年
非

行
に
対
処
す
る
た
め
、
学
校
、
家
庭

と
地
域
の
児
童
委
員
と
の
連
携
を
行

い
．
一
人
で
も
児
童
を
不
幸
に
し
な

い
よ
う
に

】
刷
幅
広
い
地
城
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

新
し
い
民
生
委
員
．
児
童
委
員
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

Ａ 冨 永町長 から１人 ひとりに 委瘋丿垂

国 見 町 民 生 委 員・児 童 委 員
(敬称略)

氏　　 名 � 住　　　　　　 所 �担 当 地 区 � 氏　　 名 � 住　　　　　　 所 �担 当 地 区

斎 藤 光　夫�小坂字西町裏39の１ �小坂．太田川 �佐 藤　節　子�山崎字滝山11の８ �滝山．耕谷

安 藤　ト　ョ �小坂字木八丁８の７ �前田．板橋 �斎 藤　洋　子�山崎字北古舘５の２ �源宗山 東.西.北

佐 藤　八璽子 �泉Ⅲ字川端１ �泉汁1上．中．ド �佐久間　モ　ト�森山字薬師東14 �第１．２

菅　 野 賛　郎 �内谷字東脇１ �鳥取.内谷酉.東 �吉 田　三　夫�森山字太田川30の４ �第３．４

谷　津 智 恵 �山崎字北町田36－ 6 �駅　前 �阿　部 俊 恒 �徳江字中ノ内12 �徳江北．第７

山　内 聴 子 �藤田字中沢二.4 －10 �大町南 �後 藤　　 一�徳江字雷神前47 �第８．９

牧　 野 容　 子�藤田字日渡三．７の２ �大町北 �高 橋 藤右工門 �塚野目字沢９ �第9. 11.

樋　囗　清　三 �藤田字堤下16 �錦 町 �高 橋 隆 雄�貝田字立久雄３ �貝　田

曳　地 善　作 �藤田字南45の５ �本町．鶉町 �渋　谷　愛　 子�光明寺字山岸ｎ �光明寺

簗 瀬 貞　子 �山崎字沢田９ �宮町南 �後 藤　 ア　ヤ�高城字石田55 �高 城

佐久間　　 巌 �藤田字北38の１ �宮町北 �村 上　 ミチ子 �大木戸字還光原21 �大木戸

樋　囗　　 弘 �藤田字天王畑一．２の１ �大坂.宮東.町東 �村 上　 金 正 �大木戸字新田山５－２ �山 根

商　野 時 子 �石母田字国見山下４の23 �
石母田柬.表.北
上野 �

秡 沢　　 正 �西大枝字古舘１ �原町.築舘.並柳

菊　地 平　助 �石毋田字上原65 �石毋田原．西 �井 砂　 喜代子 �西大枝字西11 �中部．北部

商　橋 思 子 �山崎字下川前17 �
山崎北．舘

小舘 宮前 �
松 浦　輝　夫 �西大枝字堂ノ前60 �川　内



奥さ まと税 一税の特集①－

納
税
で
　
明
る
い
豊
か
な
　
明
日
の
ゆ
め
　

藤
田
小
五
年
　
秦
　
　
清

隆

し
か
も
、
ぼ
く
の
所
得
か
ら
も
、

配
偶
者
控
除

が
受
け
ら

れ
る
し
ね

パ
ー
ト
の
年
収

が
1
0
0
万
円

以
下

な
ら
、
所
得
税
は

か
か
ら
な
い
の
ね

パートや内職などの税

・所得税

＜パート収入＞

パート収入は通 ，給与所得になり ますI

した がって ，パートの年収が10{}万円以下で

すと給与所得控除額.:爬低65万円l:･を疋し引

いた残額が基礎控除::35 万円?=以下となりま

すの で，所司 税はかかり ませんし ．配偶者控

除を受けるこ ともできます．

く内職などの収入）

内職など の収入は ．収入から必要経費を差

し 引いた残り が事業所得 または雑所得となり

ます。ただし 。次のい

ずれにも 当てはまる人

については ，必要経費

とし て65万円･C収人金

額が限度です）を差し

引くこと ができます。

①家内 労働者 汐卜交員 ，

集金人 ．電力摺計の検針人など 、特定の人

に対し て継続し て労務の提供を する人

２事業所得及び雑所例の 必要経費と給与所司

の収人全額の合計が65万円に満たない人

し たがって ．収人 が内職だけの嗔合は ．パ

ート収入と同 禄に 年収が100 万円Ｕ 下ですと

所得秡はかかり ませんし 、配偶者控除を受け

るこ ともできま１ 、

・ 住民税

パート や内職･､家内労働者等) の年収が97万

円 以下で１ と 給与所得の金領が住民税の非課

税限度額I:32万円I:り 下となり ますの で。住

民税も かかり ません。

パートや内職

の収入 �

夫の所得から

配偶者控除が �

白　 分　 自　 身　 に

��所侶税が � 住民税が

97万円以下 � 受けられる � かからない � かからない

97万円超100
万円以下 � 受けられる � かからない � かかる

100万円超 � 受けら れない � かかる � かかる



・配偶者特別控除

所得税の配偶者特別控除は ，夫の合計所得が1  . 0万円（給与年収で約1,22｛｝万円 ）以下のときに適

用され ，控除額は奥さまの所得によって調整さ れますが，最高額は35万円です。この控除は ，給与所

得となるパート収入であれば収入 が100 万円を超え ていても135 万円未満であれば受けるこ とができ

ます。

｛配偶・ 葡別控餘頷の計算｝

○控畭刔象配僞者の場合（始与所伺だけであ れば ．

収入が100 万円以下 ）

０控除対叙配偶者でない場合（給与所碍だけであ

れば．収入が100 万円超135 万円未満）

呎偶者の

合針所得金額 �
５万円未満 �５万円以上

控除額 �35 万円 �35万rll一
畆

所得金 鎖

配偶者の

合計所得金額 �40
万円未満 �40 万円以上

控除額 �35 万円 �35万円－(14 土所
得金額－35万円)

※注 刈.2 の下線の部分は5万円の整数侶の金翻とし ．

５万円未満 の醐数は切拾て

奥さまが財産をもらったときは･…

夫 婦の間で居住用不動産の 贈与 があったと

き 、贈与税の申告をすれば 基礎控除の60万円

の ほかに最高2  . 00D.万円 までの配偶者控除が

受 けられ ます。

※注 この配偶者控除は。同じ配偶者間においてー

生に一度し か受けられません。

要　件
① その夫婦の婚 姻期間が20年以上であるこ と

② 贈与財産 が居住用の土 地家屋 であること

( 居住用の土地家慳 の取褐買 金の贈与も含

まれます)

③ 贈与を受け た年の翌年３月15日 までに ，贈

与を受けた土 地家屋に実際に 居住し ．その

後も引 き続い て居住する見込 みであるこ と

必要な添付書類

① 財産の贈与を受けた日から10日を経過し た

日以後に作 成さ れた戸籍の謄 本又は抄本及

び戸籍の附票の写し

②居住用不動産の登記簿の謄本又は抄本

③居住用不動産を 居住の用に供し た日以 後に

作成された住民票の写し

奥さまが財産を相続したときは…･

相続税は ．遷産総額 から亡くな った人（被

相続人 ）の借金や未納の税金 ，葬式の費用な

ど を差し引い た正味の遍産額から ．更に基礎

控除額を差し 引いた残りの額に かかりま す．

〈配偶者の税額軽減（配偶者控除）〉

配偶者に対 する相続税につい ては ，今後の

生活の保障や財産の維持形成に 対する内 助の

功などを考慮し て ，軽減措圖がとられていま

す。

つまり ，亡くな った人の配偶者が遺産分割

や遺贈により実際に取 待し た正味の遍産 額が ，8.

 開 0万円までか8.000 万円を超えてい ても正

味の遭産額の法定相続 分に相当する金額 まで

であれば 。配偶者には相続税はかかり ません。

な お 。この 配偶者控除の適用を受けるため

には 。相続税の申告書に配偶者控除の酒用を

受け る旨を 記載するとともに ，次の書類を添

怕しなけれぱなりません。

必要な添付書類

①戸籍の膳本（相続の開始の日 から10日を経

過した日Ｕ 後に作成さ れたものに限ります ）

②遺言書の写し 、遍産分割協謹書の写し 、そ

の他の財産の取得の状況を証する書類（生

命保険金や退職金の支払通知書など ）

※注 遍産分割協議●には。定められた様式はあり　

ません。だれがどの財産をどれだけ相続するか　

を書き出し 、相続人全員が合意した旨の実印を　

押してでき上りです 旧 鑑証明が必要です）。

そ
こ
に
あ
る
　
道
路
も
橋
も
　
税
金
で
　

藤
田
小
五
年

徳

江

正

文



今
年
は
午
年

平
成

一
一
年

は
午

年
で

す

。

馬

は

、
人

間

と
愈

思

の
か
よ
う
家
畜
と
し
て
、
背
か
ら

親
し
ま
れ
て
さ
ま
し
た
。
利
口
な

動
物
と
い
う
わ
け
で
す
。

で

も
、
最
近
は
、馬
を
見
か
け
る

こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
八

万
二
千
頸
－

こ
れ
は
、
日
本
で

飼
わ
れ
て
い
る
馬

の
一
番
最
近
の
数

で
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
乗
馬
川
で

、

農
耕
馬
、
ば
ん
馬

｛
荷
を
引
か
せ

る

馬
｝
な
ど
は
少
数

派
で
す
。
ち
な
み

に
ｔ

は
、肉
牛

。孔

牛
を
中
心
に
約
四

百
七
十
万
頼
が
飼

育
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
類
が
馬
を
家

畜
と
し
て
飼
い
始

め
た
の
は
、
牛
よ

り
も
遅
く
、
紀
元

前
四
千
年
ご
ろ
と

推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
日
ま
で

、
運
搬
用
、

農
耕
用
、
乗
馬
用
は
も
ち
ろ
ん
、
戦

争
や
狩
猟
に
も
馬
は
登
場
し
ま
す
。

こ
う
し
た

馬
と
人
間

と
の
密
接

な
間
柄
を
反
映
し
て
、
馬
に
つ
い

て
の
諺
や
漢
字
が
盟
富
で
す
。

「
馬
が
い
な
な
く
と
、
天
気
が

よ
く
な
る
』
と
か
、
「
馬

が
は
ね

る
と
兩
に
な
る
」
と
い
う
地
域
が

あ
る
か
と
思
え
ば
、
一
方
で

は
。

「
Ⅲ
に
な
る
」

の
で
な
く
「
晴
れ

る
」
と
、
反
対
の
意
味
を
ａ

う
地

方
も
あ
り
ま
す
。
馬
と
人
間
と
の

関
係
、
そ
の
地
域
の
飢
候
条
件
な

ど
の
違
い
に
よ

る
も
の
で
し
よ
う
。

馬
偏

の
つ
く
文
字
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
駅
、

駐
車

川
な

ど
は

現
代
で

も

重
妛

な

交
通

川
語
で

す

。
か
つ

て

、
馬

が

活
躍
し

た

時
代

が
し
の

ば
れ

ま
す

。

『
驚
』

は

。
馬

が
前

足

を

‐
1
.
｡

げ

て

、
後
ろ
足
で

立
ち

、
上
向

く
意

味
で

、
驚

い
た

と
き

、
こ

の
よ

う

な
姿
９

に
な

り

ま
す

。
『

騒
』
は

馬

が

た
く
さ

ん
寄

り
襲

ま

る
こ

と

で

、
そ

れ

が
「
騒

が

し
い
」

の
愈

味
に

な
り
ま

し
’た

。

と
こ

ろ
で

、
初

も
う
で

や
介

格

听
即
に
奉

納

す

る
絵

馬

は
、

も
と

は
神
祉
や

寺

に
馮

を
奉
納

す

る
代

わ
り
に

、
馬

の

絵
を

售

い
た

の
が

始

ま
り
と

さ
れ

て

い
ま
す

。

さ
て

、
今
年

は

、
馬

力

ア
ッ

プ

し

て
大

い
に
頑
張

り

ま
す

か
、

そ

れ

と
も
馬
耳

東

風
…

…
マ

イ
ペ

ー

ス
で

の
ん

ぴ
り

い
さ

ま
す

か

。
い

ず

れ
に
し

て
も

、
ウ

マ
く
柬

り

切

り

た
い
も

の
で

す

。

寒中

北
風
の
吹
く
深
夜
、
家
路
を
急

ぐ
少
年
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。

÷ｒ
ｒ
い
Ｉ

『
い
ま
寒
稽
古
の
帰
り
で
す
』

『
そ
う
、
剣
道
？

柔
道
？
』

「
い
い
え
、
学
習
塾
で
す
」

な
る
ほ
ど
、
寒
中
は
受
験
勉
強

の
追
い
込
み
の
時
期
な
の
で
す
。

大
寒
は
、
二
十
四
節
気
の

一
つ
で
、
新
暦
で
は
一
月
二

十
日
ご
ろ
で
す
。
小
寒
が
一

月
六
日

ご
ろ
で
、
こ
の
日
か

ら
大
寒
を
経
て
節
分
ま
で
の

約
三
十
日
間
が
、
い
わ
ゆ
る

寒
中
で
、
一
年
中
で
最
も
寒

い
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
に
武
術
や
芸
事
の
練

習
を
す
る
と
上
達
す
る
と
さ
れ
、

寒
稽
古
を
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
修
業
や
祈
願
の
た
め
に
冷

水
を
浴
び
る
『
寒
垢
離
』
、
襍
や
は

だ
し
、
白
衣
な
ど
で
神
仏
に
参
る

『
寒
参
り
』
も
あ
り
ま
す
。

寒
は
酒
の
仕
込
み
、
そ
ケ
め
ん

作
り
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、

ま
た
、
寒
鰤
な
ど
海
の
幸
の
お
い

し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

寒
中
に
対
し
て
友
は
暑
中
で
す
。

夏
は
、
暑
中
見
舞
い
の
は
が
き

を
出
し
ま
す
が
、
冬
の
寒
中
見
舞

い
は
あ
ま
り
出
し
ま
せ
ん
。

年
賀
状
の
直
後
だ
か
ら
で
し

ょ
う
。
で
も
、
年
賀
状
の
代

わ
り
に
、
寒
中
見
舞
い
を
出

す
人
も
い
ま
す
。
年
末
の
多

忙
な
時
に
年
賀
状
を
書
く
よ

り
、
正
月
休
み
に
心
を
込
め

て
書
き
た
い
し
、
遅
れ
て
着

い
た
ほ
う
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
寒
中
は
、
心
臓
疾
患

や
脳
内
出
血
の
多
い
季
節
。
突
然

の
発
作
や
事
故
の
と
き
に
、
頼
り

に
な
る
の
は
一
一
〇
番
で
す
ね
。

一
月
十
日
は

コ

ー
○
番
の
日
」

で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
わ

て
ず
に
一
一
〇
番
で
要
領
よ
く
連

絡
す
る
方
法
、
公
衆
電
話
か
ら
一

一
〇
番
に
か
け
る
方
法
な
ど
を
、

よ
く
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
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菊　池　利　雄
奥州伊達郡貝田村絵図（部分）

文
泊
五
年

こ

一
八
九
）
の
阿
津

賀
志
山
の
戦
い
で
．
奥
州
軍
の
総
帥

藤
原
国
衙
の
本
営
と
さ
れ
る
大
木
戸

の
地
は
、
阿
津
賀
志
山
防
塁
の
後
方

に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
合
戦
の
初

日
、
奥
州
軍
を
率
い
て
出
陣
し
た
金

剛
別
当
秀
綱
は
、
阿
津
賀
志
山
の
前

で
合
戦
し
鎌
倉
軍
に
敗
れ
た
由
を
大

木
戸
に
馳
せ
帰

り
て
国
衙
に
報
し
た

こ
と
や
、
信
夫
郡
町
那
坂
の
戦
い
で

畋
死
し
た
佐
藤
基
泊
等
の
首
級
を
、

防
塁
の
後
方
に
あ
る
経
ヶ
岡
の
地
に

梟
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
．（
『
吾
妻
鑑
』
）

大
木
戸
は
岡
見
山
東
縋
の
地
狹
郎

を
北
上
す
る
、
鎌
倉
軍
を
阻
止
す
る

た
め
に
東
山
道
に
設
置
さ
れ
た
檜
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
そ
の
位
置

は
明
ら
か
で
な
か

り
た
が
、
元
禄
十

一
年
（
一
六
九
八
）
に
作
成
さ
れ
た

『
奥
州
伊
達
郡
貝
田
村
絵
図
』
の
写

し
（
明
治
三
十
二
年
）
か
残
さ
れ
て

お
り

’四
四
９

そ
れ
に
よ
れ
ば
東
大
窪

村

侖
高
｝
と
の
境
界
に
は
．
当
時
の

奥
州
遭
中
を
狹
ん
で
石
塁
が
描
か
れ

て
い
る
．
こ
れ
を
現
地
に
つ
い
て
踏

査
す
れ
ば
一
部
は
農
地
の
開
墾
に
よ

っ
て
失
わ
れ
た
箇
所
も
あ
る
か
、
行

塁
遺
構
が
残
存
し
て

い
る
．
明
治
十

七
年
作
成
の
『
高
城
村
地
籍
図
』・
『

貝
田
村
地
籍
図
』
に
も
崖
地
と
し
て

記
載
が
な
さ
れ
て
お
り
、
石
塁
の
中

央
部
か
村
界
で
幅
は
と
も
に
各
一
間

と
あ
る
．

こ
の
石
塁
の
長
さ
は
約
六
〇
〇
ｍ
、

途
中
東
北
自
動
車
道
、
Ｊ
Ｒ
東
北
線
・

三
本
の
新
旧
国
道
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
て
い
る
が
．
高
城
字
下
家
老
と
貝

田
宇
日
照
田
の
境
界
郎
を
始
点
と
し
．

中
部
は
案
老
・
石
畑
そ
し
て
末
端
郎

の
古
屋
敷
・
鍛
治
畑
の
村
界
で
、
貝

田
御
林

瓜
形
）
に
流
れ
を
発
し
、
百

枚
大
沢
の
棚
田
を
灌
漑
し
た
大
沢
に

落
ち
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
塁
の

上
流
郎
郡
境
に
は
陣
場
砦
か
築
か
れ
、

中
流
郎
の
係
六
窪
沢
川
右
岸
の
大
和

側
は
高
い
急
崖
地
形
を
な
す
要
害
地

で
あ
る
。

崩
れ
か
け
て
い
る
現
在
の
石
塁
か

ら
。
往
時
の
尚
さ
を
求
め
る
こ
と
は

困
雛
で
あ
る
か
、
阿
津
賀
志
山
防
塁

の
傾
斜
角
は
水
平
面
に
対
し
。
ざ
～
5
5

ぐ
ら
い
あ
る
こ
と
か
ら
、
片
側
の

底
辺
一
間
よ
り
土
塁
高
は
六
尺
か
ら

八
・
五
尺
ほ
ど
か
想
定
さ
れ
。
防
御

的
な
面
か
ら
み
て
も
堅
固
な
も
の
で

あ
る
。

土
塁
の
末
端
郎
か
ら
百
枚
大
沢
の

浸
食
谷
を
狹
ん
で
、
対
岸
杉
ノ
内
・

堂
ノ
上
・
二
斗
蒔
の
台
地
は
、
南
側

と
東
側
は
牛
沢
川
の
支
流
時
川
大
沢
川

と
貝
田
沢
川
に
囲
ま
れ
。
深
い
浸
食

谷
と
段
丘
崖
の
発
達
か
み
ら
れ
る
要

害
の
地
で
あ
り
、
郡
境
の
阿
津
賀
志

山
よ
り
光
明
寺
と
の
塊
界
沿
い
の
尾

根
筋
向
山
の
砦
群
な
ど
、
こ
れ
ら
に

囲
ま
れ
た
貝
田
の
地
峡
部
が
藤
原
国

衡
の
本
営
地
と
み
ら
れ
、
東
山
道
に

構
え
ら
れ
た
大
木
戸
は
地
割
り
よ
り

み
て
、
現
在
の
国
道
四
号
と
旧
国
道

【
騨

齢

≒

ｙ
と
の
間
を
ヽ

今
も
残

さ
れ
て
い
る
貝
田
に
向
か
う
旧
奥
州

道
中
の
、
高
城
の
家
老
・
古
屋
敷
と

貝
田
の
石
畑
・
鍛
治
畑
境
界
の
近
辺

部
が
想
定
さ
れ
る
が
、
詳
し
く
は
今

後
の
考
古
学
的
な
調
査
検
討
に
待
ち

た
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
だ

赤
い

羽

根

共
同
募

金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

蔘
成
元
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
『
赤
い
羽
根
共
同

募
金
』
『
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
』

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
目
標
額
を
造

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
・

厚
ぐ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

赤

い
羽
根
共
同
募
金
は
、
早
速
、
県

共
同
募
金
会
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
。

町
内
の
ね
た
き
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
老
人
、
町
内
出
身
の
施
設
入
所
者

な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
見
舞
金
と
し
て

附
呈
い
た
し
ま
し
た
。

口

赤
い
羽
根
共
同
募
金

○
目
標
額

百
十
六
万
九
千
円

Ｏ
実
績
額

百
二
十
一
万
九
千
六
百
八
十
九
円

○
達
成
率

一
〇
四
・
三
％

・

歳
末
た
す
け
あ

い
募

金

○
目
標
額

百
三
十
万
五
千
円

○
実
績
額

百
三
十
二
万
七
千
八
百
十
七
円

○
達
成
率

一
〇
一
・
七
％

な
お
．
運
動
期
間
中
、
次
の
方
々

よ
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

赤
い
羽
根
共
同
募
金

○
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

百
二
十
万
Ξ
千
四
百
六
十
円

○
町
役
場
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら

一
万
六
千
二
百
二
十
九
円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

○
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

百
二
十
九
万
二
千
三
百
十
七
円

○
森
江
野
小
児
童
会
の
皆
さ
ん
か
ら

五
千
円

○
藤
田
小
児
童
会
の
皆
さ
ん
か
ら
　

一
万
五
千
円

○
農
協
婦
人
部
森
江
野
支
部
の
皆
さ

ん
か
ら

一
万
五
千
五
百
円



１
月
2
6日
は

文
化
財
防
火
デ
ー

一
月
二
十
六
日
は

『
文
化
財
防
火

デ
ー
』・
こ
の
日
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
、
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
け
て

し
ま
っ
た
日
で
す
。

ま
た
、
一
、
二
月
は
一
年
の
う
ち

で
も
っ
と
も
火
災
が
原
生
し
や
す
い

時
期
で
す
。
そ
の
た
め
、
文
化
財
を

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守

り
て
い
こ

う
と
す
る
文
化
財
防
火
活
動
か
全
国

で
行
わ
れ
ま
す
。

文
化
財
は
、
わ
た
し
た
ち
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち

や
孫
た
ち
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
気
持
ち
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

森
林
の
伐
採
と

小
規
模
開
発
は
届
出
を

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
面
積

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
伐
採
を
闘

始
す
る
9
0日
～
3
0日
前
ま
で
、
県
知

事
に
届
出
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

最
近
、
自
分
の
所
有
森
林
と
い
う

こ
と
で
無
届
け
で
、
ス
ギ

ー
マ
ッ
及

び
薪
炭
材
・
し
い
た
け
原
木
を
伐
採

し
た
り
．
伐
採
跡
地
を
砂
採
取
・
畑
・

宅
地
・
工
場
敷
（
小
規
模
林
地
開
発
）

に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
か
数
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
か
、
必
ず
届
出
し
て
か

ら
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

無
届
け
で
伐
探
や
林
地
開
兇
を
行

い
ま
す
と
．
違
反
行
為
と
し
て
罰
せ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
行
為
以
前
の
状

態
に
復
元
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
．

こ
れ
は
、
森
林
の
乱
開
発
を
防
ぎ
、

森
林
の
働
き
を
確
保
す
る
た
め
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
．

な
お
、
届
出
用
紙
は
役
場
産
業
踝

に
備
え
て
あ
り
ま
す
．

犬
や
ね
こ
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

最
近
、
犬
や
ね
こ
の
飼
い
方
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
菁
情
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。

○
犬
や
ね
こ
が
公
園
、
道
路
、
他
人

の
土
地
、
作
物
な
ど
を
荒
す
、
汚

す
○
犬
や
ね
こ
の
汚
物
（
ふ
ん
尿
）
な

ど
か
ら
悪
臭
が
発
生
す
る

○
犬
の
ふ
ん
を
始
末
し
な
い

○
犬
や
ね
こ
を
捨
て
る

○
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る

犬
や
ね
こ
の
好
き
な
人
ば
か
り
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
に

迷
惑
や
危
害
を
及
ぽ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
．
十
分
な
心
く
ば
り
と
正
し
い

し
つ
け
か
必
要
で
す
．
ま
た
、
ね
こ

は
放
し
飼
い
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、

飼
い
主
の
気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で

他
人
に
迷
感
を
か
け
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
．
飼
い
主
の
方
は
十

分
に
気
を
つ
け
て
飼
う
よ
う
に
し
ま

国
民

年
金

保
険
料
は

所

符

か

ら

控

除

さ

れ

ま

す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
税
法
上

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
全
額
か
所

得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
あ
な
た

自
身
の
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
、
配
偶

者
や
家
族
の
分
の
保
険
料
を
あ
な
た

か
支
払
っ
た
場
合
は
。
そ
の
年
に
支

払
っ
た
金
額
を
申
告
す
る
こ
と
に
よ

り
控
除
さ
れ
ま
す
。

口
保
険
料
額

（
平
成
元
年
一
月
～
十
二
月
）

・
定
額
保
険
科
九
五
．
一
〇
〇
円

〔
一
月
～
三
月
　
二
三
、
一
〇
〇
円
〕

〔
四
月
～
十
二
月
七
二
．
０
０
０
円
〕

●
付
加
年
金
加
入
者
の
保
険
料

九
九
、
九
〇
〇
円

〔
一
月
～
三
月
　
二
四
、
三
〇
〇
円
〕

〔
四
月
～
十
二
月
七
五
、
六
〇
〇
円
〕

●
前
納
定
額

保
険
料

九
三
、
六
八
〇
円

・
前
納
付
加
保
険
料

九
八
、
三
六
〇
円

2
0歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0歳
に
な
る
と
成
人
と
し
て
の
多

く
の
権
利
や
義
務
か
生
匕
て
き
ま
す

か
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も

そ
の
一
つ
で
す
。

現
在
の
日
本
は
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
三
十

年
後
の
二
〇
二
〇
年
に
は
、
国
民
の

ほ
ぼ
四
人
に
一
人
か
六
十
五
畿
以
上

の
お
年
寄
り
、
と
い
’７
推
計
も
あ
り

ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
の
中
で
、
わ

た
し
た
ち
の
老
後
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
に
、
国
民
年
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
、
六
十
歳
未

満
の
人
が
必
ず
加
入
す
る
制
度
で
す
。

加
入
さ
れ
た
方
か
老
齢
（
六
十
五
歳
）

に
な
っ
た
と
き
や
、
万
一
病
気
や
け

か
で
体
や
精
神
に
障
害
が
残
っ
た
と

き
な
ど
に
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
。
役
場
に
印
鑑
と
保
険

証
を
持
参
し
、
簡
単
な
届
け
出
を
出

す
だ
け
で
す
。
あ
な
た
の
老
後
の
生

活
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

は
た
ち
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

た
め
ら
わ
ず
、
す
ば
や
く

あ
な
た
の
一
一
〇
番

『
一
一
〇
番
』
は
、
警
察
に
事
故

や
事
件
を
知
ら
せ
る
手
段
の
一
つ
で

す
。昭

和
六
十
三
年
中
の
一
一
〇
番
通

報
件
数
は
、
全
国
で
三
百
八
十
九
万

件
を
超
え
、
一
日
の
平
均
件
数
は
約

一
万
六
百
八
十
件
を
数
え
ま
し
た
。

八
こ

秒
に
一
件
の
割
合
で
、
国
民

の
三
十
一
人
に
一
人
か
利
用
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

一
一
〇
番
通
報
に
必
要
な
内
容

一
、
何
か
起
き
た
の
か

け
ん
か
や
交
通
事
故
．
強
盗
な
ど

二
、
時
間
と
場
所
を
正
破
に

三
、
犯
人
の
手
が
か
り
を

人
相
、
人
数
、
服
装
、
特
徴
な
ど

四
、
逃
走
し
た
方
向
は

五
、
何
で
逃
走
し
た
か

自
動
車
．

バ
イ
ク
．
特
徴
な
ど

輓
切
に
秘
密
を
守
り
ま
す

町
民
の
皆
さ
ん
か
一
一
〇
番
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
す
ば
や
く
、

親
切
に
、
秘
密
は
守
る
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
．

通
報
が
早
け
れ
ば
は
や
い
ほ
ど
、

解
決
か
早
く
な
り
ま
す
．
迷
わ
ず
に

安
心
し
て
す
ぐ
一
一
〇
番
し
て
く
だ

さ
い
．
　
　
　

桑
折
警
察
署

お
願
い

平
成
元
年
度
の
町
税
の
納
期
も
、

十
二
月
二
十
五
日
で
す
べ
て
終
わ
り

ま
し
た
か
。
ま
だ
都
合
で
納
入
し
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
納
入
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



国
際
結
婚

こ
ん
な
点
が
変
わ
り
ま
す

１
不
平
等
撤
廃
へ
法
例
改
正
～

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
最
近
は

国
際
結
婦
か
増
え
て

い
ま
す
．
と
こ

ろ
か
、
こ
れ
ま
で
は
国
籍
や
性
別
の

違

い
に
よ

り
て
．
例
え
ば
離
婚
の
と

き
な
ど
．
男
性
側
の
国
の
法
律
だ
け

か
適
用
さ
れ
、
女
性
側
の
法
律
は
考

慮
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
・

そ
こ

で
、
法
律
の
適
用
上
で
も
男
女
平
等

に
舉
フ
こ
と
に
し
よ
う
と
、
法
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
二
年
一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
．

協
議
離
婚
が
可
能
に

国
境
を
越
え
て
め
で
た
く
ゴ
ー
ル

イ
ン
し
た
も
の
の
、
夫
婦
仲
が
う
ま

く
い
か
ず
、
結
局
は
離
婚
と
い
う
こ

と
も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
そ
の

場
合
、
離
婚
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で

『
夫
』
の
本
国
法
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
．

例
え
ば
、
日
本
人
女
性
と
外
国
人

男
性
の
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
、
外
岡
人

男
性
の
本
国
法
に
よ
っ
て
は
離
婚
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
．

こ
ん
な
場
合
も
、
日
本
人
女
性
か

日
本
に
住
所
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
法

例
改
正
で
日
本
の
法
律
か
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
．
話
し
合
い
に
よ
る

協
議
離
婚
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
．

親
権
者
も
平
等
に

さ
て
、
陵
婦
し

た
は
い
い
が
、
子

供
を
ど
ち
ら
か
養
育
す
る
か
．
つ
ま

り
親
権
者
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
．

こ
れ
ま
で
は
原
則
と
し
て
『
父
』

の
本
国
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
．
こ

の
た
め
、
父
が
外
国
人
で
母
か
日
本

人
の
場
合
、
外
国
法
に
よ
り
て
は
、

日
本
人
の
ほ
か
親
権
者
に
な
る
こ
と

か
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
．

と
こ
ろ
が
改
正
に
よ

｀
て
、
『
子

の
本
国
法
』
か
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
口
本
人
の
子
に
つ
い
て
は
、

日
本
の
法
律
か
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
．

こ
の
結
果
、
親
権
者
は
話
し
合
い

で
決
め
る
か
、
裁
判
で
令
つ
こ
と
も

で
き
、
日
本
人
の
母
親
が
子
を
手
元

に
お
い
て
、
育
て
る
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
．

昭
和
六
十
二
年
の
日
本
人
と
外
国

人
の
国
際
結
婚
は
約
一
万
五
千
組
に

上
り
ま
す
．
こ
の
う
ち
日
本
人
女
性

の
場
合
は
約
四
千
四
百
組
．
今
回
の

改
正
は
．
日
本
国
籍
を
有
す
る
子
供

を
持
つ
日
本
人
の
ほ
親
に
と

り
て
、

朗
報
と
い
え
ま
し
ょ
う
．

養
子
縁
組
は
よ
り
簡
単
に

こ
の
ほ
か
、
国
際
養
子
縁
組
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
養
親
、
養
子

の
本
国
法
が
複
雑
に
か
ら
み
．
養
子

縁
組
の
成
立
を
難
し
く
し
て
い
ま
し

た
か
．
改
正
に
よ
り
養
親
の
本
園
法

に
一
本
化
さ
れ
簡
単
に
な
り
ま
し
た
．

ご
協
力
く
だ
さ
い

世

界

農

林

業

セ
ン
サ
ス
調
査

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二
年
二

月
一
日
現
在
で
、
全
国
の
農
家
、
林

家
な
ど
を
対
象
に
『
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
』
を
実
施
し
ま
す
．

こ
の
鯛
査
は
、
わ
か
国
の
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本

的
な
統
針
飼
査
で
す
．
鯛
査
の
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
匕
め

各
方
面
で
農
林
業
施
策
推
進
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
．
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
゜

戸 籍 の窓 口
(12 月受付分)

出 生 お め で とう ご ざ い ます

子 の 名　 保鏝者　　町内会
希 良{の ぞ み}阿部 樂藏 石毋田北
菜 鏑{な つ み}忍　 富艦 高　 墟
亜紀子(あ き こ)岡崎 長市 大 町 幽
牽 宏{やすひろ}大波　 洋 山　 槙
葵( あ お い)吉田 俊幸 山崎小館

裕 也(ひ ろ や)佐久間正則 第 十一
貴 大(たかひろ)石川 満流 富 町 北
美 佳(み　 か)佐久間仲良111　 内
浩 二(こ う じ)佐轟 善誥 第　 三
理 秒(り　　さ)佐久間裕一 宮 町 北

結婚おめでとうございま１
氏　　 名

|
食 藤 厚 夫

佐 藤 久美子
,武 田 珊 弘

I鈴 木 秀 子

I
鈴 木 秀 雄
I菅 野 典 子
,斎 藤 清 美

I宍 戸 宏 美

I
佐 藤 洋 一

‘楼 澤 栄 子
苔 生　　 守
I近 野 美智子
數 又 研 治
佐 藤 真由葵
松 禰 秋 男
大 檎 久 子

町内会
太 田 川
太 田 川
第　 三
川　 内
川　 内
保 原 町
石母田表
福 鳥 市
泉 田 中
高　 城
島　 取
福 鳥 市
富 町 市
宮 町 南
築　 舘
重 山 町

おく やみ申し 上げます

氏　　 名　　 年齢　　 町内会
高 橋 ハツイ　　81　　 貝　 田
商 橋　ヨ　ツ　　82　　 耕　 谷
伊 勢 喜美子　　75　　 宮 町 市
山 口 午 吉　　77　　 貝　 田
松 浦 次 夫　　50　　 大 木 戸
紺 野 哲 治　　76　　 宮 町 北
菊 池 ふ　よ　　94　　 中　 部
菊 地 幸 男　　46　　 富　 東

人 口 と 世 帯
１月１日現在(前月比)12月中のうごき

人
　
　

．口

一男5 人 （=－ ４）

一女6.  22人(  十 4 )

一計11,960 人 （ま ０）
・･Ｆ　 。

世帯数2,936 戸(  十 5 )

転..入18 人

転 出21 人

出 生10 人

死 亡　７人‾

心配ごと相談日
場所：役場二階 相談 室 第人口からお入り下さい）

時間： ９略～12 時

こ まったことや、相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶対に守ります。

〔 相 破員 〕

１月 日 (木）菊地 平助・村上ミチ子

２月５日（月）吉田　三夫・渋谷 愛子

２月 日 ( 木）阿部 俊恒・安藤　トヨ

１月　 睦月（むつき）

网1 （土）ﾉ｡芦 寒

24日（水）全闊学 校給食酒間

26日（金）文化財防火デー

27 日 - (土）国旗制定記念 日

|-■　　　 。皿Ｉ　－　･･･

２月　 如月（きさらぎ）

3 11 （土）節 分

初 午

４日（日）立 春　　111

Ⅱ 日 ( 日 建国紀念日　　 プ

1叩 （水）黶びレン.?j ン呎７冫



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

酋8 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4  ｰ  5

生
涯
学
習
の
推
進
と
公
民
館

公
民
館
長

山
　
田
　
　

久

社
会
の
現
状
は
、
情
報
化
、
国
際

化
、
高
齢
化
等
々
が
混
在
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
態
様
を
つ
く
り
な
が
ら
、
午

と
と
も
に
発
展
し
変
化
を
続
け
て
い

ま
す
。
そ
し
て
。
こ
の
現
状
を
背
景

に
。
人
々
の
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
は

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
示
し
て
お
り

ま
す
し
、
学
ぽ
う
と
す
る
内
容
も
、

職
業
、
年
齢
。
性
別
な
ど
に
’よ
り
ま

し
て
多
様
な
も
の
と
な

り
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
か
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
充
実
を
目
指

す
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
。

「
学
ぷ
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と
を
不

断
に
再
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
Ｊ
の

胃
葉
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
生
涯
教
育
は
。
昭
和
四

十
六
年
、
教
膏
体
系
の
総
（
日
的
検
討

課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
よ
り
、
二

十
余
年
を
経
て
文
部
省
に
生
涯
学
習

局
を
設
置
さ
れ
た
し
の
で
あ
り
ま
す

か
、
こ
の
間
に
生
涯
学
習
の
必
要
性

は
社
会
の
各
層
に
定
着
し
、
国
の
教

宵
政
策
の
み
で
な
く
、
民
間
に
お
い

て
も
、
各
種
の
文
化
教
養
事
業
か
生

涯
学
舎

と
し
て
行
わ
れ
る
な
ど
、
学

習
内
容
の
充
実
を
図
る
時
代
に
入
っ

た
と
考
え
ま
す
。

生
涯
学
習
は
、
あ
く
ま
で
も

。
人

ひ
と
り
か
主
体
性
を
も
っ
て
、
生
涯

に
わ
た
り
学
習
を
継
統
す
る
こ
と
か

基
本
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
学
習
領

城
で
は
教
養
文
化
に
限
ら
ず
、
職
業

や
生
活
上
の
必
要
事
項
ま
で
も
含
め

た
、
極

め
て
広
汎
で
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

公
民
館
は
地
域
の
生
涯
学
習
を
充
実

す
る
た
め
に
精
進
い
た
し
ま
す
か
、

ま
ず
次

の
事

項

か
ら
取

り
組
ん
で

ま

い
り

ま
す

。

そ

の
第

一
は

、
地
城

の
方
々

の
学

習
を
援

助
す

る
施

設

と
し
て
、

環
境

の
整
伽

を
図

る

と
と
も

に
、
今
月

か

ら
は

休
館
日

を
魔

止
し
て

、

い
っ
で

も
誰
で

も
か
利

川

し
や
す

い
公
民

館

に

い
た
し
ま
す

。

第
二

に
は

。
生

涯
学
習

を
推
逃

す

る
上
で

最
も

重

。要
で
あ

り
ま
す
、

学

習

情
報

の
提

供
を

平
成
二

年
度
か

ら

実
施

い
た
し

ま
す

。
こ

れ
は
生
涯

学

刊

に
取

り
組

ま

れ
る
方

々
に
、
学

習

内

容
の

選
択

、
学
習

機
会

の
増
加

な

ど
、
乍
習

計
両

を

立
て

る
上

で
役

立

て

て

い
た
だ
き

、

充
火
し

た
学
習

を

進
め
て

い

た
だ
く

た

め
の

も
の
で

あ

り
ま
す

。

第

。一
。に
は
、

明

る
く
岨

か

い
公

民

鹸

を
目
指

し
て

努
力

い
た
し
ま
す

。

公
民

館
は
多

く

の
方

ヤ
に
お

い
で

い
た
だ
き

、
施

設

を
利

用

し
て
そ

れ

ぞ
れ

に
学
習
を

深

め
て

い
た
だ
く

こ

と

を
期
待

し
て

お
り

ま
す

の
で
、
ぜ

ひ
存

分

の
ご
利

用
を

お
願

い
い
た
し

ま
す

。

町
艮
杯
争
奪
バ
レ
ー
大
会

～

宮
町
バ
レ
ー
ク
ラ

ブ

が
優
勝
～

第
七
回
町
長
杯
争
奪
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
、
平
成
元
年
十
二
月

十
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら
十
ニ
チ

ー
ム
、
百
三
十
七
人
が
参
加
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
試
合
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
各
試
合

と
も
口
頃
の
練
習
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
好
試
合
か
展
閧
き
れ
、
熱
戦

の
末
、
宮
町
バ
レ
ー
グ
ラ
ブ
か
優
勝

し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

宮
町

バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

第
三
位

観
月
台
ク
ラ
ブ

▲優勝した富町バレ ークラブ ▲各試合とも熱戦を展開

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

初
心
者
講
習
会
の
お
知
ら
せ

二
月
二
十
六
日
圓
よ
り
三
月
十
六

日
窗
ま
で
の
毎
週
月
、
水
、
金
の
三

回
、
延
べ
九
回
、
町
民
体
育
館
に
お

い
て
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で

行
い
ま
す
。
（
老
若
劣
女
不
問
）

会
費
、
用
具
は
不
要
で
す
。
上
ば

き
運
助
靴
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
町
公
民
館
窓
口
ま
で
。

詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

斎
藤
正
美
さ
ん
（
茜
八
五
－

二
○
九

三
）
ま
で
・

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

お
知
ら
せ

◇
第
五
回
国
見
町
綱
引
き
大
会

と
　
き
　

二
月
四
日
（
卩
）

と
こ
ろ
　

町
民
体
育
館

お
詫
び
と
訂
正

十
二
月
号
公
民
館
だ
よ
り
の
駅
伝

大
会
○
中
学
生
の
部
で
優
勝
藤
田
お

チ
ー
ム
の
タ
イ
ム
一
時
間
二
十
一
分

十
秒
の
記
載
も
れ
で
し
た
。
お
詫
び

し
ま
す
。



テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
に

参
加
し
て

佐
藤
ヨ
ウ
子

去
る
十
二
月
九
日
（
土
）
六
時
よ
り

町
公
民
館
に
お
い
て
、
テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
の
講
習
会
か
催
さ
れ
。
私
も
基

本
だ
け
は
知

り
て
お
き
た
い
と
思
い

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

会
楊
に
入
る
と
す
で
に
真
自
い
テ

ー
ブ
ル
を
前
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で

皆
さ
ん
椅
子
に
掛
け
て
い
ま
し
た
。

山
田
館
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
福
励
伯
養
軒
の
講
師
の
方
の
講

義
に
入
り
ま
し
た
。
ナ
プ
キ
ン
の
あ

っ
か
い
方
、
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
の

使
い
方
な
ど
教
わ
り
い
よ
い
よ
お
料

理
が
運
ば
れ
て
参
り
ま
し
た
。
は
じ

め
は
殼
付
き
生
か
き
カ
ク
テ
ル
レ
モ

ン
添
え
、
次
に
ス
ー
プ
と
な
れ
な
い

せ

い
で
ス
プ
ー
ン
で
音
を
た
て
な
い

で
飲
む
ス
ー
プ
に
は
大
変
苦
労
を
い

た
し
ま
し
た
。

次
々
と
出
て
く
る
料
理
の
指
導
を

受
け
な
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
内
、

今
夜
の
メ
ー
ン
デ
ィ
シ
ａ
で
あ
る
サ

ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
の
山
番
で
す
。

一
週
間
も
か
け
て
じ
っ
く
り
煮
込

ん
だ
と
い
う
ソ
ー
ス
は
さ
す
か
プ
ロ

の
味
…
…
だ
ん
だ
ん
緊
張
も
ほ
ぐ
れ

大
変
手
付
き
も
よ
く
な
り
、
と
て
も

リ
ッ
チ
な
気
分
に
な
り
て
い
ま
し
た
。

こ
の
分
だ
と
時
折
出
く
わ
す
結
婦

式
の
洋
食
に
は
箸
を
邦
借
し
な
い
で

済
み
そ
う
だ
と
自
信
を
持
り
た
次
第

で
す
。

会
場
を
見
渡
す
と
小
学
生
の
お
子

さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
、
ほ
ほ
え
ま
し

く
感
じ
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
。
や
が
て

デ
ザ

ー
ト
と
な
り
最
後
に
コ
ー
ヒ
ー

で
す
べ
て
今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
は
終
わ

り
ま
し
た
。
講
義
の
中
で
。
洋
食
は

食
べ
る
の
か
む
ず
か
し
い
と
考
え
ら

れ
が
ち
だ
が
、
あ
ま
り
形
式
に
と
ら

わ
れ
ず
、
食
事
は
な
ご
や
か
に
楽
し

く
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
言
り
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

私
も
こ
の
こ
と
か
一
番
知

。
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
切
な
マ

ナ
ー
で
は
な

い
か
と
っ
く
づ
く
感
じ

ま
し
た
。
八
時
め
で
た
く
解
敵
。

外
に
出
る
と
先
程
降
り
だ
し
た
雪

が
公
園
の
木
々
に
雪
化
粧
を
し
て
い

ま
し
た
・

水
面
に
映
る
美
し
い
灯
を

眺
め
な
が
ら
、

い
た
だ
い
た
ワ
イ
ン

の
せ
い
か
、
ロ
マ
ン
チ

″
ク
な
気
分

に
浸
り
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

お
い
し
か
っ
た

お
せ
ち
料
理

安
田
　
節
子

♪
も
う
い
く
っ
ね
る
と
お
正
月
♪

ク
リ
ス
マ
ス
の
唄
と
共
に
ぐ
ち
づ
さ

ん
で
し
ま
う
お
正
月
も
も
う
す
ぐ
の

十
二
月
二
十
日
、
婦
人
学
級
の
お
せ

ら
料
理
教
室
か
開
か
れ
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
は
、
伊
達
巻
、
ホ
え
び
の
色

煮
、
菊
花
か
ぷ
、
栗
き
ん
と
ん
、
鶏

肉
の
し
ょ
う
ゆ
煮
で
す
。

講
師
は
市
立
鎌
田
小
竹
理
栄
養
士
。

杉
崎
一
江
先
生
で
、
初
め
に
「
今
は

昔
の
よ
う
に
お
正
月
料
理
を
作
る
家

庭
か
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
昔
か
ら
の
味
と
’伝
統
を
伝
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
ね
Ｊ
と
い
う
お
話

で
、
料
理
の
説
明
に
入
り
ま
し
た
。

調
理
室
で
は
六
～
七
人
づ
つ
に
別
れ

て
さ
っ
そ
く
作
り
始
め
ま
し
た
か
、

二
時
間
の
時
間
内
に
全
部
作
る
の
で

す
か
ら
、
要
領
良
く
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
で
も
、
心
配
し
た
の
は

私
だ
け
、
主
婦
の
ベ
テ
ラ
ン
の
人
連

ば
か
り
で
す
か
ら
、
手
ぎ
わ
良
く
。

ア

″
と
い
う
悶
の
早
わ
ぎ
と
い
う
か

時
間
内
に
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

途
中
、
先
生
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
か
あ
り
ま
し
た
。
栗
き
ん
と
ん
の

美
し
い
色
の
出
し
方
、
菊
花
か
ぷ
の

花
び
ら
の
よ
う
な
切
り
方
。
ふ
っ
く

ら
し
た
伊
達
巻
そ
れ
に
巻
き
方
な
ど

な
ど
、
料
理
の
本
で
は
分
か
ら
な
い

火
か
げ
ん
も
だ
い
じ
な
こ
と
で
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
西
洋
皿
に
盛

り
、
パ
セ
リ
に
レ
タ
ス
と
ト
マ
ト
を

添
え
て
、
ま
ん
中
に
メ
ー
ン
の
市
え

び
を
の
せ
、
と
て
も
豪
華
に
な
り
ま

し
た
。
わ
き
に
は
、
か
ぶ
の
葉
の
油

炒
め
も
の
を
の
せ
て
色
ど
り
も
良
く
、

お
い
し
い
正
月
料
理
は
。
こ
れ
と
そ

っ
く
り
に
作
っ
て
み
よ
う
な
ど
と
、

料
理
の
話
を
し
な
が
ら
お
い
し
く
、

楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
夜
の
食

事
は
、
ち
ょ
っ
と
手
ぬ
き
に
な
り
そ

う
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
反
省
も
し
た
一

日
で
し
た
。

▲ちょっぴり緊張しながらのテーブルマナー

▲おせち料理に挑敏

ゴマメの歯ぎしり

力
の
な
い
者
か
く
や
し
か

っ
て
、
い
た
ず
ら
に
い
き
り

立
つ
こ
と
を

で
コ
マ
メ
の
歯

ぎ
し
り
」
と
い
い
ま
す
。

ゴ
マ
メ
（
蜴
）
は
小
さ
な

片
口
鰯
の
幼
魚
を
水
洗
い
し

て
干
し
た
も
の
。
炒
っ
て
甘

辛
い
飴
煮
に
し
ま
す
。
健
康

を
意
味
す
る
言
葉
『
ま
め
』

の
連
想
か
ら
、
祝
い
事
や
正

月
の
食
膳
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
の
一

つ
で
す
。

農
村
で
は
田
植
え
祝
い
に
食
べ
た

の
で
、「

田
作
り

」
の

名
が
用

い
ら

れ
ま
し

た
。
武

家
で
男

子
た

ち
の
敬

称
「
殿
原

悒

、

ぶ

」
を
つ

け
て
辰

ｔ
ｙ

と
呼

ん
だ
の

は
、『

ゴ
マ
メ
で

も
尾
頭

つ

き
」
と
言

う
よ
う

に
、

た

と
え
小

さ

く
て
も
、

頭
や

尾
が

ち
ゃ

ん
と

あ
る

の
が
め
で

た
い

と
さ
れ

た

た
め

で
し

ょ
う
。

頭

が
あ

れ
ば
曲

も
つ
い
て

い

る
わ

け
で

す
が
、

ち
っ

ぼ
け
な

ゴ
マ

メ
が

い
く

ら
歯

が
み
を

し
て
力

ん
で
み

て

も
、

ど
う

し
よ
う

も
な

い
と
こ
ろ

か

ら
、『
ゴ
マ

メ
の
歯

ぎ
し

り
』
と

い
う

表
現

が
生

ま
れ
ま

し
气

い
廴
４
い
　

Ｌ
７
λ
と

こ
の
あ

と
に

『
石
亀

の
地
団

太
』

と

か
、「

家
鴨
の
木

登
り

」
な
ど

と
続

け
て

言
う

こ
と

も
あ
り

ま
す
。

い
ず

れ

も
、
身

の
ほ
ど

を
知

ら
な

い
無
駄

な

行
為

を
さ
し
て

い
る

わ
け
で

す
。



町
に
日
本
画
の
力
作

『
小
さ
な
両
家
の
家
』
を
主
宰
す

る
日
本
画
家
石
原
晃
雲
さ
ん
（
錦
町
）

は
、
十
二
月
十
四
日
、
町
に
自
作
の

日
本
画

『
出
陣
』
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

『
川
陣
』
は
岩
絵
の
具
を
使
っ
た

三
十
兮
の
大
作
で
。
町
の
シ
ン
ボ
ル

厚
樫
山
を
パ
ッ
タ
に
な
ぎ
な
た
を
か

っ
い
だ
雑
兵
た
ち
か
描
か
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
奥
州
軍
と
藤
原
軍
が
戦

っ
た
奥
州
合
戦
か
ら
八
百
年
。
当
時

の
合
戦
を
イ
メ
ー
ー
ジ
し
、
ほ

ぽ
一
年

か
か
り
で
製
作
し
た
作
品
で
、
奥
州

合
戦
八
百
年
記
４
Ｘ
｀
が
発
行
し
た
記

念
誌

「
奥
州
あ
っ
か
し
山
の
戦
い
」

の
表
紙
に
も
な
・
て
い
ま
す
。

年
間
無
火
災
を
誓
う

～
町
消
防
団
で
出
初
め
式
～

町
消
防
団
の
出
初
め
式
が
。
一
月

四
日
午
加
十
時
か
ら
町
役
場
前
で
行

わ
れ
。
団
員
の
杵
さ
ん
は
一
年
川
の

無
火
災
尖
現
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
各
地
区
の
団
貝
約

二
肖
五
十
人
か
出
動
し
、
辿
常
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
冨
永
町
長
が
「
今
吊
も

火
の
防
人
と
し
て
、
地
域
住
民
の
幸

福
と
郷
土
の
繁
栄
の

た
め
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
Ｊ
と
団
貝
を
激
励
。
続

い
て
松
浦
義
男
町
議
会
議
長
、
藤
原

孝
満
桑
折
署
次
長
の
あ
い
さ
っ
か
あ

り
、
最
後
に
阿
部
恒
夫
町
消
防
団
長

が
訓
示
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

新
春
に
向
か
っ
て

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

国
見
町
大
技
地
区
家
庭
ス
ポ
ー
ツ

協
会
（
佐
藤
昭
元
会
長
）
か
七
催
し

た

Ｉ
第
1
3回
元
朝
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

は
、
平
成
二
年
一
月

二
日
午
前
八
時
。

川
内
厳
鳥
神
社
を
ス
タ
ー
ト
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
区
の
皆
さ

ん
の
親
睦
を
は
か
る
と
と
も
に
、
健

康
と
体
力
の
増
進
を
目
的
に
、
毎
年

元
旦
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今

年
は
約
六
十
人
か
参
加
し
ま
し
た
。

冨
永
武
夫
町
艮
、
松
浦
義
男
町
議

会
議
長
の
あ
い
さ
っ
の
あ
と
、
早
朝

か
ら
厳
鳥
神
社
境
内
に
集
合
し

た
皆

さ
ん
は
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、

新
春
に
向
か
っ
て
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

全
員
か
無
事
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
あ

と
は
。
用
意
さ
れ
た
甘
酒
で
体
を
暖

め
た
り
、
神
社
境
内
で
勇
壮
に
打
ち

鳴
ら
さ
れ
る
［
大
技
太
鼓
］
に
聞
き

入
っ
て

い
ま
し
た
。

▲寄贈した絵画を手にする石原さんと富永町長

▲年間無火災を皿った消防団出初め式

Ａ新春にスタートダッシュ

四
氏
の
叙
勲

2
0
0
人
が
た
た
え
る

昨
年

。
叙

勲
を
受

け

た
安
孫

子
光

夫
さ
ん

（
泉

田
上
）、
大
波

治
男

さ
ん

（
第

九
）、
武

田
孟
さ

ん

（
第
三

）、
氏

家
畏
吉

さ
ん

（
宮
東

）、
の

受
章
祝

賀

会

か
十

二
月

七
日
午

後
二
時

か
ら

町

農
協
会

館
で
盛

大
に

開
か

れ
ま
し

た
。

祝
賀
会

に
は

約
二
百

人

が
出
席

、

発
起

人
代

表
の
冨

永
武

人
町

長
が
あ

い
さ
っ
し

た
あ

と
勲

記
披

露

な
ど
か

行

わ
れ
、
受

章
者

を
代

表
し
て

安
孫

子
さ

ん
か
謝

辞
を
述

べ
ま

し

た
。

乾

杯
後
の

祝
食
で

は
、

出
席
者

ら

が
次

々
と
四

氏
を
祝

福
、
終

始
な

ご

や
か

に
歓
談

し
、
今

回
の
叙

勲
を

祝

い
ま
し

た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

大
喜
び

１１
二
月
二
十
瓦
日
、
藤
川
保
育
噺

で
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
遊
戯
会
か
什

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
川
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て

き
た
子
ど
も
た
ら
は
、
か
わ
い
い
衣

装
に
身
を
包
み
。
歌
や
遊
戯
、
劇
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
っ
め

か
け
た
多
く
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
は
写
真
を
槻

。
た
り
、
ビ
デ
オ
に

収
録
し
た
り
し
な
が
ら
、
わ
が
子
の

熱
演
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
。
子
ど
む
た

ち
お
待
ち
か
ね
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

か
登
場
。
冨
永
町
長
ふ
ん
す
る
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
子
ど
も
た
ら
は
大
喜
び
し
、

楽
し

い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

▲サンタクロースに子どもたちは大富ぴ

編
集
日
記

○

新

年
あ
け

ま
し
て

お

め
で

と
う

ご

ざ

い
ま
す

。
雪
の

な

い
穏

や

か
な
新

年

を
迎
え

、
今
年

一
年

、
町

民
の
皆

さ
ん
に

と
っ
て
良

い
年

で
あ

り
ま
す

よ

う
お
祈

り
申

し
上

げ
ま
す

。
今

年

も

広
報
く

に
み

を
よ

ろ
し
く

お
願

い

い
た
し

ま
す

。

○

元
旦

早

々
か
ぜ
を

ひ
き

、
箱

根
駅

伝
。
ラ

グ

ビ
ー
を
テ

レ

ビ
で
観

戦
す

る

。－一
か
日
で

、
せ

。
か
ぐ

の
連

続
休

暇
を

ふ

い
に
し
て

し
ま

い
ま
し

た

。

範
打
・
繃
亀

国
兒
町
企
鹵
丿

櫑

当
　
品
　
三

町
人
字
一

川
字
一
Ｔ
旧
二
２
の
１

く
 
0二
四
五
匸
八
．た
Ｉ
．
．
．
．
．
一
代
賚
｝
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